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授業の概要 

 志村多様体とは，モジュラー曲線の一般化・高次元化で，複素数体上では Hermite 対称空間の算

術商に代数多様体の構造を入れたものとして定義されます．志村多様体は代数体上に `自然' なモデ

ル(正準モデル)を持ち，様々な数論的応用を持つことが知られています．最近では，p 進 Hodge 理

論の発展のおかげで，様々な場合に整数環上の `自然' なモデル(整正準モデル)が構成できるように

なりました．また，新しい数論的応用も得られるようになってきました． 

 この講義では，志村多様体の正準モデルの理論から出発して，Kisin らによる整正準モデルの構成

と有限体上の点の記述について解説します．講義の後半では，整正準モデルの応用をいくつか紹介

します．K3 曲面の p 進周期や，有限体上の K3 曲面やその自己積の Tate 予想，数論的交点数な

どについての結果を，講師の能力を超えない範囲で，数論的な側面に焦点を絞って説明する予定で

す． 

 

講義予定 

1. 複素数体および代数体上の志村多様体，正準モデル 

2. 志村多様体の整モデルの構成，有限体上の点の記述 

3. 整正準モデルの応用：K3 曲面の p 進周期，久賀-佐武構成，CM 持ち上げと Tate 予想，数論

的交点数など 
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成績評価方法 

成績評価はレポートで行います．授業中に提示する問題を解いてレポートを提出してください． 


